日体大記録会結果　　　12月13日（土）
5000ｍ
奥澤　　匠（1年）　　　15分04秒97　　　　自己新
柱　　欽也（3年）　　　15分06秒33　 
時庭　　崇（1年）　　　15分08秒28　　　　自己新
瀬川　陽平（2年）　　　15分11秒42　　　　自己新 
三代川淳一（3年）　　　15分12秒17　　　　自己新
前　　一平（1年）　　　15分13秒85　　　　自己新　　　　　　　　　　小山田典洋（2年）　　　15分33秒31
槻澤　　翔（1年）　　　15分31秒33　　　　 
宮里　昌寛（4年）　　　15分36秒79
金子　孔昭（1年）　　　15分43秒63　　　　大学新 
金子　政春（2年）　　　16分12秒69　
関沼　雅大（1年）　　　16分58秒20　
原田　　光（1年）　　　17分28秒50　
日体大記録会結果　　　12月14日（日） 
10000m
大塚　統彦（3年）　　　30分57秒90　 
柱　　欽也（3年）　　　31分19秒31　
三代川淳一（3年）　　　31分32秒21　　　　自己新 
槻澤　　翔（1年）　　　31分32秒69　　　　自己新
瀬川　陽平（2年）　　　31分36秒62　　　　自己新
時庭　　崇（1年）　　　31分56秒34　　　　自己新
小山田典洋（2年）　　　32分02秒65　　　　自己新
宮里　昌寛（4年）　　　32分39秒67　　　　
金子　政春（2年）　　　33分58秒31　
※5000ｍ、10000ｍともに記録ラッシュとなった。

　《5000ｍ》奥澤（1）は4000ｍまでの1000ｍごとのラップ2分54秒-59秒-59秒-3分2秒の14分ペースであったがラスト1000ｍで失速し惜しくも14分台を逃してしまった。しかし、2週間前の5000ｍ15分57秒の走りとは別人のような走りで自己新達成。14分に挑戦し果敢に攻めていった奥澤の走りは評価できる。三代川（3）、瀬川（2）、時庭（1）、前（1）も奥澤と同じ組でいとも簡単に自己新を達成してしまった。次回は14分台にチャレンジして欲しい。

　自己新とはならなかったが柱（3）、小山田（2）、槻澤（1）、原田（1）もベストに近い走りで自力が付いてきている事を証明してくれた。金子（2）は予選会後の故障から復帰しての最初の試合で大学ベストは立派、あまり入れ込みすぎないこと。金子（2）と関沼（1）は体調を崩す事とけががちで他の選手に比べ練習量が少なかった。今後は体調管理をしっかりと！

《10000ｍ》低温に雨の最悪のコンディションであった。大塚（3）は関東インカレ10000ｍの標準記録30分30秒切りを目指しての出場だったが、途中転倒のアクシデントにペースを乱し、残念な結果となってしまった。しかし、30分台の意地の走りを見せてくれた。柱（3）も自己新にあと1秒と迫る走りであったが、寒さからかスピードの変化に対応できなかった。三代川（3）、瀬川（2）、小山田（2）、時庭（1）は粘り強い走りで自己新達成！槻沢（1）は前半レースを引っ張る積極的なレースで、途中5000ｍが前日の5000ｍ15分31秒とほぼ同じペースの15分44秒で通過し、見事31分台を達成した。けがのため箱根予選会に出場できなかった槻沢もようやく本領発揮となった。

昨年、10000ｍ31分台は3名であったが、これで一気に6名となった。確実にチーム力が上がってきている。特に1年生の成長著しい！！
宮里（4）は5000ｍと10000ｍに出場した。おそらく今回が学生最後のトラックレースとなったであろう。当然、両レースとも自己ベストを狙っての出場であったが、宮里らしい気合の入り過ぎで残念な結果となってしまった。いつも、後輩達の模範となってくれた宮里に改めて「ありがとう」と言いたい。

